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情況を示しますが, その映画の 内容, 物語 り
は,全部の駒を順々に時間を軌道にして配列す
ることによって,その価値が成立するのであり
ます｡
生物学の上では,この様な考-方は,既に偉
大な先輩によって,進化論と遺伝学の上にみる
ことができます｡癌の場合にも,重大な結論が
導き出されます｡即ち,受精卵から個体の形成
ということは,抽象的な細胞が多数集合 して相
互関係を生じた場合に,三腔葉を生じて,成熟
した月蔵器組織の細胞に分化することでありまし
て,癌化によって,漸次細胞の形態及び機能の
特殊性を失 うということは,もともとの,抽象
的な細胞に還元するということであります｡従
って,進化論的に言 うならば,祖先帰 り,と言
ってよいでせう｡
聖書にある ｢我は始めなり終りなり,アルフ
ァなりオメガなり｣という意味から,未分化型
癌で,形態学的にも機能的にも,分化した特徴
を総て失ったものに対 して,私は, ｢オメガ細
胞｣と名付けました｡これは抽象的なもので,
特定のものではないのであります｡
以上申しました私の説は,是迄理解されずに
大きい抵抗の連続でありましたが皆様方により
充分に理解 して戴けまするならば演者の誠に幸
いとするところであります｡
